
bet365 グループ税務戦略 

 

bet365 グループ (以下「当グループ」) は、ストークシティ・フットボールクラブとともにギャンブル事業

を運営しています。 

 

当グループは、複数の国・地域において様々な税金・賦課金・関税を支払っています。当グループが支払っ

た税金には、法人所得税、賭博およびゲーム関連の賦課金/関税、雇用税、また VAT などの間接税が含まれま

す。 

 

当グループは、企業としての幅広い責任とともに、関連政府の財政に対する税負担の重要性を認識してお

り、低リスクの税務戦略を通じて、タイムリーかつ正確な税務コンプライアンス、納税、報告を行っていま

す。   

当グループの税務戦略は、グループ取締役会によって承認されており、当グループはこの戦略の公表をもっ

て 2016 年財政法附則 19 条第 16 項(2)における税務戦略開示の義務を満たしていると考えます。 

 

リスク管理およびガバナンス  

 

当グループは、強固な財務、報告、経営情報システムにより、高度に監視されたコントロール環境で稼働し

ています。当グループは顧問として指名を受けた英国上級会計責任者を抱え、この上級会計責任者は、役員

や社内の財務、法務および税務チームとともに、当グループが適切な税務会計処理を確立・維持し、税務負

債が正確に計算されて納められるよう、完全な会計方針と手続きの実施を確実にしています。  

 

当グループの取締役会は、当グループの税務戦略に対する最終的な責任を有しており、当グループの税務に

関する日常的な責任は税務ディレクターと上級会計責任者が担っています。税務と財務の専門家からなる社

内チームは、税務リスクをリアルタイムで監視・管理し、継続的に運営委員会とグループ取締役会に報告し

ています。   

 

強固な税務方針とコンプライアンスプロセスも確立され、当グループの確定申告の正確性、および税金の期

限内適時の納付を確実にしています。税務リスク管理プロセスでは、税務リスクの積極的な特定、評価、統

制、モニタリングを行います。 

 

 

 

 

税務計画への取り組み 

 

当グループは、税務上の優遇措置を得るために、商業的内容を欠いた取引や関連する立法者の意図に反した

取引は一切行っていません。当グループの仮受消費税は、純粋に当グループのギャンブルおよびサッカーク

ラブ事業の商業活動の結果として発生しており、当グループは関連する国際的および国内的な税法およびガ

イドラインへのコンプライアンスを積極的に目指しています。当グループは、当グループがとった税務ポジ

ションが正確かつ適切であることを確認するために、必要に応じて外部の専門家の助言を求めます。 

 



 

HMRC との連携 

 

当グループは、Her Majesty's Revenue and Customs（以下「HMRC」）を含むすべての税務当局と透明かつ協

力的な関係を維持するよう努めています。ビジネスがよりよく理解され、税務リスクが管理、制御されるよ

う、関連するあらゆる税務当局との継続的な対話が行われています。 

 

 

グループが受け入れ可能なリスクレベル 

 

当グループは、低リスクの税務戦略に焦点を当てており、よって税務リスクへの耐性は低く、低リスクの運

営にのみ従事しています。この低リスクアプローチは、当グループのすべてのベッティングおよびゲーミン

グ子会社とサッカークラブに一貫して適用されています。 
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